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ＪＣは何のためにあるのか、何のための会なのか、そして、私たちは、誰のために、何

の目的でＪＣをやっているのでしょうか。もちろん、会の目的は「明るい豊かな社会の実

現を目指して能動的な活動を行うこと」「世界の繁栄と平和に寄与すること」「指導者訓練

を基調とした修練をすること」の三点に他なりません。しかし、目に見えることばかりが

重要視され、結果のみに価値があるとされるような風潮の中で、この目的を達成するため

に必要な、己を忘れ他に利する精神が軽んじられる時代にあり、ついつい忘れてしまわれ

がちな心の部分に関して、私たちは、今一度、衿を正して、原点に立ち返る必要があるの

ではないでしょうか。

この言葉を本年度のスローガンに掲げます。

「義」には「正しい行い」と同時に「打算や損得から離れた」との意味があり、「義」を

貫こうとするならば、人間の根源的なエネルギーとされる欲望を制御しなければなし得ま

せん。現代人の多くが行動判断の基準としている合理的精神は、突き詰めれば「どちらが

得か」との相対的なものであり、往々にして正しいと思うことを実行に移さないのは、そ

うした私利私欲が邪魔をしているに他なりません。青年会議所が掲げている目的を達成し

ようとする場合に、「どちらが得か」などという選択肢はありません。自らの良心と良識を

磨き、「義」の精神に、それぞれの行動を照らし合わせて、自らを律し、行動を決定してい

かねばなりません。

また、近年、個性ということがよく言われ、「個」が良くも悪くも主張されております。

「個」は時としては重要でありますが、「個」の価値観や考え方ばかりが蔓延すれば社会

秩序は乱れ、人間関係は希薄化してしまいます。人は決して一人で生きているわけではあ

りませんし、完璧でもありません。人の集まりは自分と他人との異なりを認め合って、敬

い合い、最善を尽くし合うのが最良とされます。人の持つ価値観は多種多様であり、考え

方のベクトルを合わせていくことは簡単なことではありませんが、何事も小さなことから

コツコツやり続ければ、やがて大きな成果が生まれるのです。また、そのプロセスも重ん

じ、妥協しないで行動することが大切です。私たちはしっかりと自立した大人の一人とし

て、まちの未来を担う青年経済人として、そして、（社）豊岡青年会議所のメンバーとし

て、主体的に活動し、持てる力を最大限に発揮し、周囲の人たちの行動の「きっかけ」と

なるリーダーとならなければなりません。

私たちが活動している豊岡市は、豊かな自然や長い歴史に育まれた文化、そして自然と

調和した街並みや景観がある素晴らしいまちです。「ふるさと豊岡」の価値をさらに高め

ていくために、市民とともに学び、豊岡にしかない魅力、まちの価値を「ふるさと豊岡ビ

ジョン」へと具体化し、共有することでこの素晴らしいまちの未来の目指す姿を思い描き、

次代へと繋げていきます。

One for All , All for the Future



本年度は以下の委員会で思いを形にしていきます。

総務委員会は、要の委員会として各委員会と連携を図り、動向を把握し、円滑なＬＯＭ

運営に努めます。また会員拡大のとりまとめを行うとともに、移行期間である公益法人制

度への対応に取り組みます。

国際関係委員会は、大韓民国全州青年会議所との姉妹交流を行います。また思いやり溢

れる国際交流を考えます。

広報委員会は、広報誌「絆」を発行し、ＬＯＭの活動を広く発信します。また様々なメ

ディアを通して地域社会へＬＯＭをＰＲします。

会員交流委員会は、ＬＯＭ活性化のために会員相互はもとよりＯＢ諸兄との交流及び親

睦を行います。また上部組織、各種団体、各地青年会議所との交流の窓口となり活動しま

す。

指導力開発委員会は、（社）豊岡青年会議所の精神の修得を重点に、会員開発を行いま

す。また様々な会議所活動へ取り組む姿を通して会員意識の高揚に努めます。

人間力向上委員会は、カタリスト型リーダーシップが発揮できるひとづくりを行います。

まち創造ビジョン委員会は、「ふるさと豊岡」を学び、まちの価値を磨き、これからの

ビジョンを発信します。

翌年の創立 50周年、そしてそれ以降へ向けて、また移行期間の終了が近づく公益法人制

度において、ＬＯＭビジョン政策特別委員会を設置し、今後の私たちの活動の指針、方向

性を考え、ＬＯＭメンバーが共有し、より力強い活動を行う団体となるべく、ＬＯＭをさ

らに進化させていきます。

会員拡大は緊急の課題です。このままでは私たちの活動ができなくなります。さらには

ＬＯＭの存続さえ危うくなります。会の目的を達成するためにも、メンバーを増やしてい

かなければなりません。メンバーが多いほど私たちの思いを地域社会に伝播することがで

きます。またメンバーと出会い、絆を深め、その絆が広まっていくことにより、地域に対

しても大きな影響力を持つようになります。人の心を動かすには、ＪＣの魅力を多いに語

り、プライドを持って伝えなければなりません。メンバー全員で積極的に会員拡大に取り

組んでいきます。

それぞれメンバーが敢為堅忍の精神で、役目を全うすれば必ず明るい未来は見えてきま

す。明るい豊かな「ふるさと豊岡」の実現に向けて！さぁいこう!!
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